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ヒ ト好 中球におけ る活性酸素産生系の 細胞化学的考察

　　　　　　　　　　　 小林俊博 ・瀬口 春道　（高知医大 ・ 第二 解剖）

　刺激 され た ヒ トの 好中球は ス ー パ ー オ キ サ イ ドを産生す る ． こ の 過程 は

複数 の サ ブ ユ ニ ヅ トか ら成 る NADPH オ キ シ ダー ゼ に よ る酸素分子の
一

電

子還元に より達成 され る ． ス ー パ ー オ キサ イ ドは過酸化水素 ，
ヒ ドロ キ シ

ラ ジ カル
，

一 重項酸素や次亜 塩素酸 の よ うな活性酸素 に変換 され て 殺菌 を

行うと共に 自己の 組織細胞障害の 原因とな る ．従来 ， NADPH オ キ シ ダ ー一

ゼ は形 質膜 に あ り， 従 っ て ，
ス ー パ ー オ キサ イ ドは形 質膜 か ら放出され る

こ とが 定説で あ っ た が
， 細胞化 学的検討 に よ り， 細胞内顆 粒が ス

ー パ ー
オ

キ サ イ ド産生 の 場 で あ る こ とが 以 下 の 実験結果 よ り明 か に な っ た ：（1）刺

激され た細胞の 形質膜に は NADPH オ キ シ ダー ゼ 活性 が認 め られず ， 細胞

内顆粒に 検出され る ， （II）細胞内顆粒の 標識酵素で あ る ア ル カ リ性 ホ ス フ

ァ タ ー ゼ 活 性 と NADPH オ キ シ ダ ー ゼ 活性 は 同 じ局 在 を示 す ， （III）活性

酸素産生顆粒が 形質膜 と癒合 す る像 が観察 さ れ る
， （IV）エ ン ドサ イ トー

シ ス に よ り取 り込まれた形質膜 由来 の 小胞 に は NADPH オ キ シ ダー ゼ 活性

が検出 されな い ． こ れ らの 結果お よび 報告 され て い る生 化学的知見 か らス

ー パ ー オ キ サ イ ドの 産 生 過程 を 包括 的 に 考察 す る と ， 細胞刺激 に よ り

NADPH オ キ シ ダ ー ゼ の 細胞質因子 は細胞内顆粒 に 局 在す る膜因子 と結合

して 活性化 され た NADPH オ キ シ ダー ゼ が形成 され ，
ス ー パ ー オ キサ イ ド

は活性酸素産生顆粒内に放出され る が
， 同顆粒 が形質膜 と癒 合 す る こ と に

よ り
，

ス
ー パ ー

オ キ サ イ ドは細胞外 に 放出され る こ とに な る ．我 々 は 上記

の 仮説 を支持する 実験結果 と して
，
NADPH オ キ シ ダー ゼ の 細胞質因子 で

あ る p47−phox が細胞刺激 に伴 っ て細胞内顆粒や小胞 に局在する よ うに な

る こ と ， また ， 膜 因子 で あ る gp91−phox に 欠損が あ る好中球で は 細胞内顆

粒 に ス ー パ ー オ キ サイ ド産生が認 め られない こ とを明か に した． こ の 活性

酸素産 生 顆粒 の 細胞 内 動 態 を制御 す る 機構 に つ い て ， 最 近 ，
myosin 　light

chain 　kinaseが 関与する 可能性 が ある こ とを示 唆する 実験結果が得 られ た ．
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